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須藤 カヌーをめ ぐる社会関係

カ ヌ ー を め ぐ る 社 会 関 係

ミクロネ シア,サ タワル島、の社 会人類 学 的調査報 告

須 藤 健 一*

Canoe and Kin in Satawalese Society, Central Caroline Islands

Ken-ichi SUDO

   This paper analyzes the social relationships involved in 
 canoe-making and voyaging in Satawalese society, of Central 

Caroline Islands. In 1978, some 500 Satawalese possessed 51 
single outrigger canoes  (wa). Canoes are locally classified into 
4 major types; wa serak, man ni pwin,  wa  fatal, and ra  etc. Wa serak 

is the largest and is mainly used for interisland vayages, whereas 
the other, smaller canoes are used for fishing. 

   Satawalese society is composed of 8 yainang (matrilineal, 
exogamous, nonlocalized clans) which consist of 16 lineages. 
Men belong to two different social  groups: 

   (1)  Mzvan  ni  foto: wherein a man affiliates with. his own 
                    matrilineal descent group  (lineage); 

                     and 

   (2)  .41watzn ni  reto: in which a man belongs to his wife's 
                    lineage after marriage. 

   Those two categories are the basic principles regulating a 
man's activities. Data on canoe-making and voyaging are 

presented to clarify possible relationships between social and 
labor groups involved in canoe use. 

   Data analysis indicates the following points. First, the 
social relationship in making a wa serak and in long distance 
voyaging to Truk or even to Saipan, about 850 km to the notrh-

west, is focused on  mwitán  ni  foto; and second, the social relation-
ship in making a smaller canoe and for journeying to nearer 
islands or for fishing is determined by  mwrzan ni reto.

*国 立民族学博物館第3研 究部
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2.カ ヌー小屋の所有 と管理
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Lカ ヌーの建造 にお ける社会 関係

2.航 海 にお ける社会関係

　　おわ りに

は じ め に

　 本 稿 は,ミ ク ロ ネ シ ア,中 央 カ ロ リン諸 島 の サ タ ワル 島 にお ける カ ヌー に 関す る社

会 人 類 学 的 調 査 報 告 で あ る。

　 サ タ ワル 島 は,ミ ク ロネ シアで も,外 洋航 海 用 の帆 走 カ ヌ ーを使 用 して島嶼 間 航 海

を行 な って い る数 少 な い 島 の一 つ で あ る。 そ れ に もか かわ らず,こ れ ま で サ タ ワル 島

に お け る カ ヌー を は じめ,伝 統 的 航 海 術 に つ い て の調 査 報 告 は きわ め て とぼ しい。

　 従 来,ミ ク ロネ シア の カ ヌ ーを 主 題 とす る 報 告 は,カ ヌ ーの 構 造 的 特 徴 に基 づ く地

図1　 マ リアナ諸 島およびカロ リン諸 島の部分 図
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域 的変 異 を 明 らか にす る こ と に関 心

が 向 け られ て きた 　 [HADDON　 and

HoRN肌L　 l　975;RoBINsoN　 1970;

DORAN　 1976].ま た,伝 統 的 航 海

術 に 関 す る報 告 に お いて も,カ ヌー

の 操 船 に お け る技 術 論 お よ び航 海 に

か か わ る知 識 体 系 の把 握 に力 点 が お

か れ て い る[GLADwIN　 1970;RIE-

SENBERG　 l972]。
図2　 サタワル島概略図

　それに較べ,カ ヌーの建造および管理,遠 洋航海における乗組員の選定など,カ ヌ

ーをめぐる人間関係を中心とする社会的要因との関連で
,伝 統的航海術を把握 しよう

とする視点からのアプローチは,無 視されてきたきらいがある。本稿では,カ ヌーを

軸にして展開されるサタワル島における社会関係の考察をとおして,伝 統的航海術の

社会的背景を解明することに主点がおかれている。

　サタワル島は,北緯7度21分,東 経147度2分 に位置する周囲約6kmのTable　 Reef

の小島である。人口は,492人(1978年8月 現在)で,86世 帯よりなり,島 の北西海岸

に沿って集落が形成されている。言語は,ミ クロネシア諸語のなかでも トラック語系

に属す。

　本稿であつかう資料は,1978年6月 か ら9月 にかけて,「 中央カロリン諸島におけ

る伝統的航海術の民族学的調査」というテーマのもとに実施 した,本 館99　4-一研究部助

手 ・石森秀三との共同調査に基づ く。なお,資 料収集に用いた言語は,英 語および日

本語である1)。

1.カ ヌ ー の 種 類

　 ミク ロ ネ シ ア に分 布 す る カ ヌー の特 徴 に つ い て は,Hornellの 文 献 研 究 に 基 づ く詳

細 な報 告 が あ る[HADDoN　 and　 HoRN肌L　 1975:374-441]。 そ こで は,カ ヌー の 形

態 に み られ る地 域 的 な 変 異 を,船 体 の形,ア ウ トリ ッガ ー の し くみ,プ ラ ッ トホー ム

の有 無 な ど の比 較 に よ って 明 らか にす る こと に焦 点 が あ て られ て い る 。

　 HOrnellに よ る と,中 央 カ ロ リ ン 諸 島 の ア ウ ト リ ッガ ー ・カ ヌ ー(OUtrigger　 CanOe)

は・popo型 と分 類 され,と くに,外 洋航 海 用 帆 走 カ ヌー に は,　 flying　proaと い う

1)現 地語(サ タワル語)の 表記法 は原則 として,[ELBERT　 1972]に 依拠 している。
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名 称 が 与 え られ て い る。flying　 proa型 のカ ヌー の 特 徴 を 簡単 に記 述 す る と,つ ぎの

3点 が あ げ られ る。

　 1)船 体 は左 右 非 対 称 形 を して お り,船 首 と船 尾 が 同形 で そ り上 が り,そ れ らの先

　 端 がV字 形 を して い る。

　 2)　 ア ウ トリッガ ー は2本 の腕 木 か らな り,そ れ らの先 端 部 分 が下 方 に湾 曲 し,U,

　 Y字 形 の連 結 材 と綱 で 浮 き木 に固 定 され て い る。

　 3)　 プ ラ ッ トホ ー ム は船 体 の両 側 に据 え つ け られ,ア ウ ト リッガー 側 の 形 は三 角形

　 を して い る。

　 popo型 の カ ヌー に は,帆 走 カ ヌ ーだ けで な く手 漕 ぎ カ ヌ ー も含 まれ るが,　Hornell

は後 者 につ いて は 多 くを 論 じて い な い。

　 現 在 で も,中 央 カ ロ リン諸 島 で は,こ の 型 の カ ヌー が,島嶼 問 の航 海 や漁撈 活 動 な

どに さ か ん に使 用 され て い る 。 そ して,そ れ らの 島 々で は,カ ヌー の使 用 目的 や構 造

上 の特 徴 な ど に よ って,さ らに い くつ かの カ テ ゴ リー に 細 分 さ れて い る。 た とえ ば,

イ フ ァ リッ ク(lfalik　 Atoll)で は 四つ の型 に[DAMM　 und　 SARFERT　 1938:49-50],

オ レア イ(Woleai　 Atoll)で は五 つ の型 に[ALKIRE　 l　970:24],ウ ル ル(Namonuito

Atoll)で は四 つ の 型 に そ れ ぞ れ類 別 さ れて い る2)。

　 サ タ ワル 島 で も,popo型 に属 す カ ヌー は 四 つ の 型 に 大別 さ れ て い る。 そ こで,本

章 に お い て は,サ タ ワル 島の 資 料 に 基 づ いて カ ヌ ーの 分 類 カテ ゴ リー の諸 相 を みて ゆ

くこ とに し よ う。

1.カ ヌ ー の 型

　 サ タ ワル 島 で は,カ ヌー はwaと 総 称 され る 。　waは,ま ずpapaとyawanの 二

つ の 型 に大 別 され る。papaは,現 在 サ タ ワル 島 で 使 用 され て い るす べ て の カ ヌ ー の

型 で,そ の 総 数 は建 造 中 の ものを 含 め る と51そ うに の ぼ る 。 そ れ に対 しyawanは,

サ タ ワル の 人 々 が サ イパ ン島へ の 移 住 や航 海 を さ か ん に行 な って い た19世 紀 後 半 の こ

ろ まで 利 用 して い た カ ヌー の型 とい わ れ る。

　 yawan型 の カ ヌー が 消 滅 して久 しい ので,伝 承 に頼 る しか な い が,そ れ は酋 長 の

みが 所 有 で き る,20人 ～30人 乗 りの 外 洋航 海 用 帆 走 カ ヌ ーで あ った と伝 え られ て い る。

また,そ の 形 は船 体 の片 側 に ア ウ トリ ッガ ー を 張 り出 して いた が,船 体 の構 造 や船 首,

船 尾 の形 態 で はpapa型 と異 な って い た とい わ れ る。 これ らのyawanに つ い て の乏

2)ウ ル ル 島(Ulul　 Is・)の カ ヌ ー に関 す る資 料 は,筆 者 が1974年9月 か ら12月 にか けて 行 な った

　 調 査 に基 づ い て い る。
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写真1　 遠洋航海に出か ける準 備中のwa　 serak

しい情 報 と,yawanの 語 意 が 「よ り大 きい 」 とい う こ とに あ る点 か ら判 断 す る と,

そ れ はpapa型 の カ ヌ ー よ り大 型 の 帆走 用 シ ングル ・ア ウ トリ ッガ ー ・カ ヌ ーで あ っ

た と推 測 さ れ る。

　papaは,「(巾 が)広 い」 とい う語 意 で あ り,こ の 型 の カ ヌ ーは,1)wa　 serakな

い しwa　 ni　wai,2)man　 ni　pwin,3)wa　 fatUl,4)ra　 euの 四つ の 型 に類別 され て

い る。 これ らの カ ヌ ーが 用 い られ る分 野 は,そ れ ぞ れ 明 確 に 区 別 さ れ て い る。 つ ぎ に

四 つ の 型 に 類別 さ れ た カ ヌー の 語 意 とそ の利 用 につ いて 述 べ る こ とに す る。

　 1)　 wa　serakとwa　 ni　wai

　 wa　serak,　 wa　 ni　waiの 語 意 は,そ れ ぞ れ,「 帆 を つ け た カ ヌー」,「航 海 用 の カ ヌ

ー」 で あ る
。 この 型 の カ ヌ ー は,他 の 島 を訪 問 した り,往 復 に数 日 も要 す る漁撈 に 出

写 真2　 カ ヌ ー小屋 の前 に 置 かれ たman　 ni　pwin
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か けた りす る場 合 に用 い られ る外 洋航

海 用 の 帆 走 カ ヌー で あ る。 カ ヌ ーの 操

船 に は,最 低5人 の 乗 員が 必 要 で あ る。

片 道200kmの 航 海 に は,10人 の 乗 員

と それ に必 要 な食 料 を積 載 す る容 量 が

あ る。Hornellの い うflying　 proaと

は,こ の 型 の カ ヌ ー を さ して い る。

　 2)　 man　 ni　pwin

　 man　 nl　pwmは,直 訳 す る と 「竿

の 男 」 とい う意 味 で あ る。 これ は カ ッ

オや マ グ ロな どの大 型 魚 類 を 釣 るの に

使 用 され る帆走 カ ヌー で,そ の 活 動 範

囲 が 日帰 りで きる 島 の周 辺 海 域 に限 ら

れ る。 カ ヌー の操 作 は3人 で も可 能 で
写真3　 砂浜 に引きあげられたwa　 fatU1

あ るが,こ の カ ヌー に は最 高6人 まで 乗 り こめ る。

3)wa　 fatUl

　 wa　fatUlは,「 擢 を用 い る カ ヌー 」 の 意 味 で あ る。 これ は 島 の裾 礁 付 近 で の底 釣 り

や 潜 水 に よ る突 き漁 な どの漁撈 活 動 に 使 用 され る。 この カ ヌー を動 かす に は,3人 ～

4人 の 漕 ぎ手 が必 要 と され る。

　 4)ra　 eu

　 ra　euは,「 一 人 の ヒ ト」とい う意 味 で あ る。 これ は,礁 湖 内 や 裾礁 付 近 で の漁撈 活

写 真4　 漁 か ら帰 ったra　 eu
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動 に用 い られ,ま た 島 の遠 隔 地 か らの コ ブ ラな

どの 物 の 運搬 に も使 用 され る。 この 型 の カ ヌ ー

は,最 も小 型 で船 底 が 浅 いの で,主 と して 礁 湖

内 で の 諸 活動 に多 く用 い られ る。 乗 員 の 数 は3

人 を 限 度 と して い るが,乗 り こめ る人数 に よ っ

て,さ らに3種 類 に細 別 され る。 そ の 名 称 は,

ra　eu(一 人 乗 り),　 ra　rurai(二 人 乗 り),　ra

enurai(三 人 乗 り)と な って い る。

図3　 サタワル 島の カヌーの型

　 この よ うに,サ タ ワル 島 に お け る カ ヌ ー の型 の類 別 は,使 用 目的,構 造 と積 載 能 力

に 基 づ いて い る点 が 指 摘 され る。 この類 別 の基 準 を 他 の 中 央 カ ロ リン諸 島,と りわ け

前 述 した3地 域 と比 較 す る と表1の とお りで あ る。

　 表1で は,オ レア イ にの み,wa　 marと い う礁 湖 内 用 の 帆走 カ ヌ ーの 型 式 が 存 在 し

て い る点 が注 目 され よ う。 これ は,オ レア イ環 礁 が 東 西 約10km,南 北 約5kmの 礁

湖 を 囲む 形 で,7つ の 居住 島 が散 在 す る とい う地 理 的 条 件 に 基 因 す る もの と思 わ れ る。

す な わ ち,礁 湖 内 にあ るそ れ らの 島間 の交 通 に,小 型 帆 走 カ ヌー が必 要 と され る か ら

で あ る 。 同 じ環 礁 で も,イ フ ァ リック は,オ レア イ に く らべ 礁 湖 面 積 が小 さ く(約3

km2),し か も島 々が 隣…接 して い る し,逆 に ウル ル の 場 合 は,環 礁 内 に あ る最 も近 い島

で も70kmの 距 離 が あ る 。 そ のた め に,イ フ ァ リ ックで は,小 型 帆 走 カ ヌ ー に よ る

航 海 の必 要 性 が 少 な く,ウ ル ル で は,そ れ に よ る航 海 が 不 可 能 で,よ り大 型 の帆 走 カ

ヌー が必 要 と一され るかちで あ一る6

　 ま た,サ タ ワル 島 で の 小型 手 漕 ぎ カ ヌ ー の乗 員 数 に よ る分類 法 は,オ レア イ,ウ ル

ル で も,同 様 の 基 準 で な され て い る。

表1カ ヌ ー の 分 類

島名

種類

Satawal

Woleai

Ifalik

 illul

帆 走 カ ヌ ー

外 洋 礁 湖 内

wa serak 
wani wai

wa  hi wei

wa　 li　wuei

wa　 herak

man　 nl　pwln

man丘bwil

manuwili

mannew
herak

wa　 mar

手漕ぎカヌー

wa　 fatti1

wa　 fatu1

ka　 fadule

wa　 fat丘1

ra　 eu

ch6seme1

djasemali

mannCW
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2.カ ヌーの構造 と大 きさ

　 四 つ の型 式 に類 別 され た サ タ ワル 島 のpopo型 カ ヌー一は,そ れぞ れ の型 ご とに 構 造

と寸 法 に お いて 一 定 の 基 準 が も う け られ て い る。帆 を用 い る カ ヌー の型 とそ うで な い

もの とで は,明 らか に 構 造 上 の 相違 が生 ず る が,そ れ らの船 体 の構 成 に お いて は共 通

して い る 。

　 船 殻(f`)on)は,す べ て の 型 の カ ヌ ー に おい て,船 底(pwun),舷 側(paap),船 首 ・

船 尾(pach)の 三 部 分 よ り構 成 され る。 船底 は,一 本 の丸 太 を剖 り抜 い て形 づ く られ,

これ に船 首 ・船 尾 と舷 側 板 お よび 舷 縁(mesapp)が つ な ぎ合 わ され る。最 も小 型 の カ

ヌー で あ るra　 euで も,船 底 と船 首 ・船 尾 は別 個 に つ く られ,舷 側 板 は使 用 さ れ な い

が 舷 縁 が剖 り抜 か れた 船 底 につ な が る構 造 に な って い る。 こ れ か ら わ か る よ うに,

 C) foon 
® paap 

®  pach 

 ® mesapp 

0  kiy6 
 ® lug 

C) sooni fotofoto 

 ® taam 

 ® noncholifach 

 g peraf 
 ©  fAang 

 © epeep 

 @  Yuw 

 O  yiih  mwâân 
 ©  yia  rOOpwut 

 O yaawu 

 © napwu 
 O meremer 

 O  znêtongOOr 

0)yaamw 
 O sa

⑧

図4　 wa　serakの 略 図 と部 分 名 称
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須藤　 カヌーをめぐる社会関係

サ タ ワル 島 の カ ヌ ー に は,1本 の木 を剤 り抜 いて つ く られ る丸 木船 は存 在 しな い。wa

serakに な る と最 低3枚 の 舷 側 板 が 船 殻 の両 側 に は り合 わ され る。

　 サ タワル 島の カ ヌ ー は,肋 骨材 を 用 い な い"張 り合 わせ"の 構 造 を して い る か ら,そ

の 大 きさ は 比較 的 自 由 に拡 大 され る よ うに考 え られ る。 しか し,実 際 に は,カ ヌー の

寸 法 は 船殻 の船 底 部 を なす 材 木 の 大 き さ に基 づ い て決 め られ る。 船 底 部 の 計 測 は,

sennapと よ ば れ る伝 統 的 な造 船 技 術 を 修 得 した船 大 工 に よ って な され,そ の 方 法 に

は,両 手 を 伸 ば した と きの両 方 の指 の端 の長 さ(ngaaf)が 単 位 と して 用 い られ る 。用 ・

材 に はパ ン ノキ(maay)の 一 種ArtocarPtiS　 Attitis(PARK・)が 利 用 され る 。 船大 工 は,

まず カ ヌー の 用材 とな るパ ンノ キ の質 を 判 定 し,そ の寸 法 を よみ と る。 た とえ ば,パ

ンノ キ の 幹 の太 さ が1尋 半(ngaaf　 me　 tinoup)あ り,そ の長 さが4尋 とす れ ばwa

serakを 作 れ,長 さ が3尋 で あれ ばman　 ni　pwinに な る と いわ れ る。 そ して,船 底 部

の大 き さが 決 まる と,そ れ との 比 例 関係 で船 首,船 尾 の寸 法 や船 殻 の 高 さが はか られ る。

　 この よ うな 計 測 法 で 船殻 の大 き さ が決 定 され ると,カ ヌ ー の各 部 分 の 据 え つ け位 置

や そ の寸 法 が,一 定 の 計 測 基準 に基 づい て 決 ま って くる 。船 殻 上 部 に 置 か れ る2本 の

腕 木(kiy6)の 位 置 は,船 殻 の 中 心 点(lug)か ら,船 首,船 尾 の それ ぞ れ の 側 に,親

指 と人差 指 のつ け ね か ら中 指 まで の 長 さ(enga　 lug)の と ころ に決 め られ る。 そ して,

腕 木 の 長 さは,細 ひ もを船 殻 の 中 心 点 か ら船 首 を ま わ して,帆 桁 を置 く受 け木(sooni

fotofoto)ま で の 長 さに,指 を 広 げ た と きの 親 指 か ら小 指 まで の長 さ(purai　 niim)を

加 え た 寸 法 と決 め られ て い る。 また,腕 木 の先 端 部 に固 定 され る浮 き木(taam)の 長

さ は,船 底 部 の竜 骨 の長 さの1/2と 一な って い る。

　 以 上 で みて き た よ うに,サ タ ワル 島 の あ らゆ る型 の カ ヌー に お いて,船 殻 の構 造 は

共 通 して お り,そ れ ぞ れ の 型 にお け る計 測 法 に も同 様 な 基 準 が と られ て い る。 つ ぎに,

各 型 式 の カ ヌー の構 造 を 部 分 の し くみ の相 違 と カ ヌ ーの 大 きさ に留 意 しなが ら述 べ る

こと に しよ う。

　 最 初 に,帆 走 カ ヌー で あ るwa　 serakとman　 ni　pwinの 構 造 につ いて ふ れ る と,

これ らの カ ヌー は,大 き く,船 体,ア ウ ト リッガ ー側 の 部 分,そ の反 対 側 の プ ラ ッ ト

ホ ー ム,マ ス トお よ び 帆 の4部 分 で 構 成 さ れ て い る。 これ らの 二 つ の型 の帆 走 カ ヌ ー

の構 造 は,基 本 的 に は共 通 して い るが,船 体 の サ イズ と船 殻 に張 る横 木(sa)の 数 な

どで 異 な って い る。

　 船 体 の 形 に つ いて は,先 のHornellの 指 摘 に あ った ご と く,左 右 が 同 形 で はな い 。

wa　serakに お い て は,ア ウ ト リッガ ー側 の竜 骨 部 分(noncholifach)が,3本 の 指(人

差 指,中 指,薬 指)の 巾だ け,そ の反 対 側 よ りも高 く削 り こまれ て い る。 そ の た め,
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ア ゥ ト リッガ ー側 のふ く らみ が,反 対 側 よ り も上 方 部 に位 置 して い る。 これ は,海 中

で 受 け る船 体 の水 の抵 抗 力 を少 な くす る た め の工 夫 で,そ れ に よ って カ ヌ ーが ア ウ ト

リ ッガ ー側 に 向 こ うとす る傾 向 を 弱 め る こと がで き る とい わ れ る。

　 ア ウ トリ ッガ ー の上 に は,舷 縁 に 沿 って厚 板 製 の一 種 の 甲板(peraf)が 張 られ,そ

の先 端 部 に棒 で組 ま れ た 荷台(f飴ng)が 置 か れ る。 ま た,船 体 を は さんで ア ウ ト リッ

ガ ー の反 対 側 には,木 製 の プ ラ ッ トホー ム(epeep)が 装着 され る 。

　 帆(yUW)は,オ セ ア ニ ック ・ラ テー ン ・セ ー ル(oCeaniC　 lateen　Sail)と い わ れ る

三 角 帆 で,そ の2辺 が そ れ ぞ れ 帆桁(yifa　 mwaan)と 角 材(yifa　 r66pwut)と に結 び

つ け られ る。 マ ス ト(yaawu)は,船 体 の 中 央 部 に あ た るperaf上 の 中点(napwu)

に 立 て られ る。 マ ス トと船 首 のsooni　 fotof()toに 立 て られ た 帆 桁 とは,そ れ ぞれ の先

端 部(帆 桁 はmeremerの 部 分)で 連 結 され る 。 そ して角 材 の一 端 は帆 桁 の基 部 に ひ

もで 結 ば れ,epeep側 に 伸 ば され る。

　 これ らの マ ス ト,帆 桁,角 材 の 長 さは,船 体 との 関 係 で,一 定 の基 準 が 決 め られ て

い る。 マ ス トは,船 首 か ら船 尾 に最 も近 い 横 木(m6tong66り まで の長 さで あ る。 帆

桁 は,船 首 か ら船 尾 を か わ して 最 初 の 横 木(m6tong66f)の 長 さに,親 指 と人 差 指 を

広 げて 加 え た 長 さで あ る。 また,角 材 は,船 首 か ら船 尾 を か わ した船 尾 ま で の長 さで

あ る。

　 この よ うに,帆 走 カ ヌ ーの 各 部 分 の寸 法 は,カ ヌー の 船 体 の 大 きさ に対 応 して 規 定

さ れて い るの で,現 在 サ タ ワル 島 にあ るwa　 serak　8そ う とman　 nl　pwm　 6そ うの 船

体 の大 きさの 上 限 と下 限 とを記 して お く。wa　 serakの 最 も大 型 の もの の全 長 は8・85

mで,最 小 の もの は8.15m,船 体 中央 部 の 竜 骨 か らの高 さ は,そ れぞ れ1・42mと

1.25m,船 体 の 最 大 幅 は,そ れ ぞ れ91　 cmと85　 cmで あ る。　man　 nl　pwmに お い て

は,最 も大 型 の カ ヌー の全 長 が7・37mで,最 小 の もの は5・56mで あ る。 そ して ・

船 体 中 央部 の高 さ は,そ れ ぞ れ89cmと74　 cm,船 体 の 最 大 幅 は76　cmと60　 cmと

な って い る。 ま た,船 殻 に張 られ る横 木 の数 は,wa　 serakが8本,　 man　 ni　pwinが

6本 に それ ぞ れ決 め られて い る。

　 つ ぎ に,手 漕 ぎ カ ヌー のwa　 fatUlに つ いて 述 べ る と,こ れ に は,幅 の せ ま いperaf

がつ け られ るが,faangお よびepeepは 据 えつ け られ な い 。 そ して横 木 は,船 首 と

表2　 カヌーの種類別保有数

種 類

数

wa serak

9(1)

man  m  pwm

6

wa  fat  it

9(1)

ra eu

27(2)

()は 製作中のカヌーの数

260



須藤　　カヌーをめぐる社会関係

船 尾 側 に1本 ず つ つ け られ る 。wa　 fatUlの 全 長 は,4.85　 m～5.1m,船 体 の高 さ と最

大 幅 は,54　 cm～65　 cm,48　 cm～54　 cmの 範 囲 に 限定 さ れて い る。

　 最 後 に,三 型 式 に 細 分 さ れて い るra　 euを み る と,こ れ は,　peraf,　faangとepeep

を と りつ け ない 構 造 にな って い る。 また,横 木 も張 られ て い な い 。 この カ ヌ ー は,浮

き木 と腕 木 とを 固定 す る補 助 材(waayree)が 用 い られ て い な い点 に も,ほ か の型 の.

カ ヌー と較 べ る と特 徴 が あ る。waayreeは,腕 木 と浮 き木 と を 固定 す る の に用 い ら

れ るY字 形 を した連 結 材(yaamw)が,腕 木 か ら外 れ な い よ うにす る た め の補 強材

で あ り,ほ か の 三 つ の型 式 の カ ヌ ー に はい ず れ も と りつ け られ て い る 。ra　euの 全 長

は,3.7m～4.2　 m,船 体 中央 部 の 高 さ と最 大 幅 は,そ れ ぞ れ,41　 cm～48　 cm,38　 cm

～42　cmの 範 囲 に あ る。

　 以 上 で み た よ うに,サ タ ワル 島で 類 別 され て い る四 つ の型 式 の カ ヌ ー は,そ れ ぞ れ

の大 き さ に おい て一 定 の 規 準 が も うけ られ て い る。 お お まか に い う と,wa　 serakは

8m以 上,　 man　 ni　pwinは6m～8　 m,　 wa　fatUlは5m,　 ra　cuは4mと い う寸 法

が 目安 に な って い る点 が指 摘 され よ う。

皿.カ ヌ ー と カ ヌ ー 小 屋

　現 在,サ タ ワル 島 に は,ウ ト(wutt)と 呼 ば れ る カ ヌー小 屋 が8軒 あ る。 こ のwutt

は,単 に カ ヌー を 収 納 す るた め の 建物 と して だ けで な く,ほ か に も多 くの機 能 を は た

して い る。 そ れ らは,大 別 す る と,集 会 所,儀 礼 の場,若 者 や客 人 の宿 泊 所 「 治 よび

病人 の収 容 所 な どで あ る。 最 初 に,本 論 か らはそ れ るが,wuttの もつ それ らの 性 格

写真5　 ココヤ シの葉で葺かれたwutt

261



国立民族学博物館研究報告　　4巻2号

につ いて,こ こで 簡 単 にふ れ る こと にす る。

　 現 在,サ タ ワル 島 に は集 会 にあ て られ る特 別 な建 物 が な い た め に,8軒 あ るwutt

の うち の1軒 が 集 会 所 と して 使 用 され て い る。 このwuttに は,酋 長(samwon)を だ

すyainang(母 系 出 自集 団)の 保 有 す る もの が あて られ る。 集 会 は,酋 長 が 必 要 と認

,め た と きに,彼 の指 示 に よ って 適 宜 に開 か れ る。wuttで の集 会 へ の参 加 者 は 男性 に

限 られ,し か も"・一・一一人 前 の男"(mwaan)と して の地 位 を 獲 得 した 青 年(15歳,16歳 以

上)と さ れ て い る。

　 wuttで 行 なわ れ る儀 礼 は,航 海 に関 係 した もの が多 い。 な か で も,伝 統 的 航 海 術

の修 得 儀 礼(po)が 代 表 的 な もので あ る。 この 儀 礼 は,　poの 修 得 を 志 す 若者 に,パ リ

ュ ー(pal貢)と よば れ る航 海 術修 得 者 が,と もに寝 泊 り しな が ら航 海 術 を伝 授 す る も

ので,数 カ月 に もお よ ぶ3)。 ま た,pal丘 が 月経 の婦 女 子 を 見 た り,彼 女 らの 手 に した

物 に触 れ た 場 合 に な され る,臓 れ払 い の儀 礼 もwuttで 催 され る。 これ らの儀 礼 に は,

女 性 の 参 加 は 厳 し く忌避 さ れ る。

　 mwaanと して の社 会 的 承認 を う けた 男性 は,結 婚 す るま で の あ い だ,寝 所 をwutt

に しな けれ ば な らな い 。 これ は,彼 が 同 じ家 屋 で ハハ や キ ョウダ イの 関 係 に あ た る女

性 と と も に寝 起 きす る こ とを 忌避 す る とい う考 え 方 に基 づ く もので あ る。 また,他 島

か らの訪 問者 は,こ の 島 に滞 在す る あ い だ は,wuttを 宿 泊所 と しな けれ ば な らな い 。

と くに,こ の 島 の 人 々 と親族 関係 が な い者 は,村 内の住 居 に近 づ く こと も禁 じ られ て

い る 。彼 らの食 べ 物 は,酋 長 の 指示 に 基 づ いて,島 の女 性 た ちが 用 意 してwuttに 運

ば れ る。

　 病 人 の 収容 所 と して のwuttの 機 能 は,病 人 を 世 話 す るた め に,同 じyainangの 成

員 が と もに寝 る た め の処 置か ら とい わ れ る。 普 通 の 家 屋 に は,大 勢 の人 々を 収 容 す る

空 間 が な い の で,病 人 はwuttに 移 され,そ こで看 病 さ れ る こ と に な り,こ の 際 は,

wuttで の女 性 の寝 起 き を避 け る こ と はな い4)。

3)poは,12歳 のころか ら数年間,父 親などにつ いて航 海術 に関する知識を個人 的に教え こま

れ た若者を対象 にして行 なわれる。 まず,4日 間 は島のすべてのpalthが カ ヌー小屋に集 まり,

数人の志願者 と寝食を ともに しなが ら航海術の基本的知識を教示す る。それが終わると,pala

のなかで もっとも経験の豊 かなものが1人 だけ残 り,志 願者が航海術の内容を修得す るまで徹

底的に伝援する。 彼 らが知識を修得 した とみな されると,つ ぎは80㎞ ～100kmに およぶ航

海に出なければな らない。 この航 海を成功 させると,は じめてpalUと しての社会 的承認を得

ることにな る。航海 に出るまで の陸上での教育期間は,志 願者 の能力によって きまるが,普 通,

2カ 月 ～3カ 月を要す る。

　 poの 儀礼は,2年 ～3年 に1度 行 なわれ るが,1950年 代の キ リス ト教の布教 によ っそ,実

施 されな くな った。

4)サ タワル島の民家 は,間 口が2・5m・ 奥行が6mの 家屋が標準 的な大 きさであ る。 それに対

し,大 きい方のカ ヌー小屋は,間 口が5m,、 奥行が約12mの 寸法で ある。
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wuttは,以 上 に述 べ た機 能 の ほか に,日 常生 活 に お い て も,男 子 の作 業 場 や歓 談

の場 所 と して使 用 さ れ て い る。 と くに,ヤ リマ ァム(yari　 mam)な い し フ ァル ゥパ ァ

(faluupwa)と よば れ るヤ シ酒 を酌 み交 す 場 と して も使 わ れ る 。　wuttは,男 性 が1日

の う ちの 多 くを過 す 場 所 で あ り,特 別 な場 合 以 外 は,女 性 が 入 って は な らな い と こ ろ

と され て い る。 この こ とは,wuttが 航 海 と 関わ る空 間 で あ り,航 海 に おい て 女 性 の

"血"を 忌 避 す る とい う観 念 に基 因 して い る と考 え られ る
。

1.カ ヌー小 屋 の概要

　 8軒 のwuttは,島 の 西 海 岸 に建 て られ て い る。 カ ヌ ー小 屋 の 立 地 条件 は,村 落 の

形成 と も関連 す るが,主 と して 礁 湖(le　 n66n6)か ら外 洋 につ らな る水 路(taw丘r)の

存 在 に よ って規 定 さ れて くる。 サ タ ワル 島 に は,裾 礁(le　 ku　liw66r)に 幅 の 広 い水 路

が 少 な く,西 側 の海 岸 で もwa　 serakを 外 洋 に 出せ る規 模 の水 路 は3箇 所 を 数 え るの

み で あ る。 そ の た め,8軒 のwuttは,こ の 水 路 の あ る海 岸 の付 近 に集 中 して い る。

　 wuttに は,そ れ ぞ れ 固有 の 名称 がつ け られ て い る。 そ こで,そ れ らの 名 称 と 由来

と につ い て,南 側 のwuttか ら順 に記 述 す る こ とにす る。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

Sigafina 

Asuguwou 

Neputik 

Luukarik 

Wuttlap 

Ropotiu 

Oneito 

Karingatak

会議が終わったあとで,参 加者が会食をする場所の意味。

他島から来るもの,た とえばカヌーなどを待つ場所の意味。

カヌー小屋が建てられている地名。

会議で詳細に討議する場所の意味。

大きいカヌー小屋の意味。

不明。

もろもろの知識が集まるところの意味。

月待ちをする高台の意味。

　現 在 あ る8軒 の カ ヌー小 屋 の うち,③Neputikは,1950年 こ ろに新 し く建 て られ

た と いわ れ る。 また,⑥Roputiuは,日 本 の統 治 領 時 代(1914年 以 降1945年 まで)

に,そ れ まで あ った カ ヌー 小 屋(Anangalipik)の あ と に建 て られ た と伝 え られ て い

る。wuttの 歴 史 につ い て の 情 報 は,今 まで に以 上 の2件 しか 得 て い な いが,こ れ らを,

ハ ンブ ル グ探 検 隊 お よび 土 方 久 功 の資 料 と比 較 しなが ら,サ タ ワル 島 のwuttの 推 移

を 考 察 して み よ う。

　 1908年 か ら1910年 に か けて,ド イ ツの 支 配 下 に あ った太 平 洋 諸 島 を調 査 した ハ ンブ

ル グ探 検 隊 の 報 告 に よる と,当 時,サ タ ワル 島 に は,7軒 のutliwa(カ ヌ ー小 屋)が

あ った と記 録 され て い る。 それ らは,島 の南 側 か ら述 べ る と,①Niga丘na,②Asegu6,
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N

図5　 カヌー小屋とpukosの 概略図

③Lugelik,④Lamar,⑤Allanalipik,⑥Wdeido,⑦Galinadokと な って い る

[DAMM　 und　 SARFERT　 l935:123]。 そ して,こ れ ら7軒 の カ ヌー 小 屋 は,南,中,

北 の三 村 の 管 轄下 に お か れ,① と② が 南 村,③ と④ が 中村,⑤,⑥ と⑦ が 北 村 に そ れ

ぞ れ所 属 して い る と記 述 され て い る。

　 ま た,1931年 か ら7年 間 サ タ ワル 島 に滞 在 した 土 方 久 功 の 報 告 に よ る と,ut(舟 庫)

が7軒 あ り,そ れ らの 名称 は,南 か ら,①Sigafila,②Asuguwou,③Luukerik,④

Ut-lap;⑤Ropetiu,⑥Oleito,⑦Karingatakと 記 録 され て い る[土 方1974:64]。
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そ して,カ ヌ ー小 屋 と村 の 関係 につ い て は,そ の ころ に は,村 が北 村 と南 村 と の2力

村 に分 かれ て お り,カ ヌー小 屋 も① と② が 前 者 に,③ ～ ⑦ が後 者 に属 して いた と述 べ

て い る[土 方 　 1974:309]。

　 Sarfertと 土 方 の カ ヌ ー小 屋 の表 記 に お いて 若 干 の 相 違 が み られ るが,④ と⑤ を 除 い

て は,掲 載 され て い る地 図 上 の位 置関 係 か ら判 断す る と,同 一 の もの とみ なす こ とが

で き る。 そ こで,筆 者 の得 た 資 料 と二 者 の記 録 とを 比 較 す る と,つ ぎ の こ とが 明 らか

に な る。

　 1908年 か ら1931年 ま で の あ いだ に,村 の 中央 部 に あ ったLamarが 消 滅 し,　Ut-lap

が新 た に建 て られ て い る。 そ して,村 の 北 部 に建 て られ て い たAllanalipikの 付 近 に,

Ropetiuが 存在 して い る。 それ か ら,1931年 と1978年 の 時 期 を み る と,1軒 の 新 しい

wutt(Neputik)が 建 て られ て い る ほ か は,カ ヌー 小 屋 の 名 称 と位 置 と に変 動 が ない 。

　 これ らの う ち,Allanalipikの 場 所 にRopotiuが 建 て られ た い きさつ につ いて は,

つ ぎの よ うに説 明 され て い る。 元 来,Allanalipikは,　 piik　yainangの 所 有 と され て

い た が,そ の 成 員 の 人 口が 減少 した た め に,そ れ を管 理 で き な くな った 。 そ こで,piik

yainangの 人 々は,隣 …りの居 住 区 域 に住 んで い たkataman　 yainangの 人 々 と共 同 で・

新 た にRopotiuを 建 て た。 そ の た め に,現 在 で も,そ れ らの二 つ のyalnangが ・ そ

のwuttを 共 同管 理 して い る。 また,1950年 ころ にNeputikが 新 し く建 て られ た理

由 は,Nuukarikに 所 属 して いた 成 員 の 人数 が 多 くな り,カ ヌ ーを 収 納 す る こ とが不

可 能 にな った こ とに あ る とい わ れ る。 しか し,LamarとUt-lapの 関係 につ いて は・

今 まで の と ころ十 分 な情 報 を 得 て い な い の で,詳 細 に述 べ る こ と一が で きな い。

　 以 上 で み た よ う に,1908年 か ら1978年 まで の70年 間 に,サ タ ワル 島 のwuttの 数 は,

7軒 か ら8軒 に増 え て い る。 同時 に,2軒 のwuttに おい て は,名 称 が変 わ って い る。

これ らの背 景 に は,wuttを 所有 ・管 理 す る成 員 の 人 口の 増 減 とい う要 因 の あ る こ と

が指 摘 され よ う。 しか し,そ の時 代 にお け る正 確 な 人 口統 計 に 関す るデ ー タを 入手 し

て い な いの で,こ れ 以 上 の こと は言 及 で きな い 。

　 つ ぎ に,現 在 の サ タワ ル 島 に お け るwuttの 所有,管 理 お よ び個 人 のwuttへ の帰

属 の しか た につ いて 述 べ る こ とに す る。

2.カ ヌー小屋 の所有 と管理

　 サ タ ワル 島 に あ る8軒 のwutt.は,　 yainangと 呼 ば れ る母 系 出 自 集団 の所 有 と され

て い る。現 在,8つ のyainangが 存 在 す る が,そ れ らは分 節 して,16の 下 位 集 団 を

形 成 して い る。 この下 位 集 団 は,基 本 的 に,2～3世 代 間 の女 系 の 姉 妹 を 中心 に,彼
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表3　 カ ヌ ー小屋 とpukosお よびyainangの 関係

カヌー小屋

1. Sigafina

2. Asuguwou

3. Neputik

4. Nuukarik

5. Wutt lap

6. Ropotiu

7. Oneito

8. Karingatak

pukos

 Rapiirakiji

Abow, Purorik

Nemanikit, Oisou

Atirong, Eanatiw, Neyar, 
Kanegeirik

Neyan, Nosomar, Faniyor

Asugunap, Nesatogu

Faiinen

 Onekeiyaa

 yamang

Neyar

Sausatt, Neyar

Masanu

Sausatt, Mogonufar (1), 
Neyar, Mogonufar (2)

Mogonufar (1), Mogonufar (2), 
Sauwen

Kataman, Piik

Mogonufar (2)

Mogonufar (1) 
(maa,Kataman)

女 た ちの 夫 と子 供 お よ び養 子 よ り構 成 され て い る。 そ して,そ の 集 団成 員 は,一 定 の

地 域 に共 住 して お り,そ の居 住 区 は,プ コス(pukos)と 呼 ば れ る。 す な わ ち,8つ の

yainang成 員 は,16のpukosに 分 散 して居 住 して い るの で あ る 。 そ の様 子 を示 した

ものが 図5で あ る 。

　 wuttはyainangの 所 有 物 で あ る と さ きに 述 べ た が,実 際 に は,そ の所 有 はpukos

'が単 位 とな
って い る。pukosとwuttの 所 有 関係 を 表 わ す と,表3の と お りに な る。

これ か らわ か るよ うに,wuttの 所 有形 態 は,1pukosが1wuttを 所有 す る も の

(Sigafina,　Oneito)か ら,4pukosがlwuttを 所 有 す る もの(Nuukarik)ま で あ り,

多 様 な様 相 を 示 して い る 。 そ して,wuttの 管 理 は,そ れ を所 有 す るpukosの 成 員 に

よ って な され る が,そ の最 高 責 任 者 に は,sau　 wuttと よば れ る男性 が あ た る。　 sau

wuttは,各pukosに 一一人 ず つ お り,そ の資 格 は,彼 の 配 偶 者 の 世 代 と 出生 の順 番 に

よ って 決 定 され る 。 こ こで,sau　 wuttの 性 格 お よ び 個 人 のwuttへ の帰 属 の方 式 に

っ いて,Faiinen　 pukosの 例 を参 考 に して,考 察す る こ とに しよ う。

　 サ タ ワル社 会 に は,男 性 の集 団 へ の 帰属 に 関 して,二 種 の カ テ ゴ リー が あ る。Lつ

は,個 人 が 自己 の生 来 のyainangの 成 員 で あ る ことを 表 わ すmwゑan　 ni　fotoで あ り,

も う一 つ は,結 婚 に よ って 妻 のyainangの 成 員 に な る こ とを 表 わ すmwゑan　 ni　reto

で あ る。 二 つ の カ テ ゴ リー の語 義 は,そ れ ぞ れ,前 者 が 「本 当 のyainangの 男 」,後
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者 が 「妻 のyainan9に 飛 ん で来 た 男 」 の意 味 で あ る。 この 社会 で の婚 姻 後 の 居 住 様

式 が,妻 処 婚 の 形 態 を とる た め,男 性 は,婚 姻成 立 後,妻 のpukos『 へ 移 り住 む こと

に な る。'

　 二 つ の カテ ゴ リー は,男 性 が 自分 のyainangの 財 産 や 地 位 な どに対 す る権 利 を 保

有 して お りな が ら,同 時 に,妻 のyainang(pukos)で 「パ ン ノキ や ヤ シを と り しき

る」 とい わ れ る よ うに,後 者 の財 産 に 対 す る 用益 権 を獲 得 す る とい う男性 の資 格 を表

わ して い る。 妻 のpukosへ 婚 入 した男 性 は,基 本 的 に は,そ れ ぞ れ異 な るyainang

の成 員 で あ るが,日 常 の経 済 活 動 な どに お い て は,共 同 の労 働 集 団 を 形成 して い る。

　 Faiinen　 pukosに お いて,　 mwaan　 ni　retoの カ テ ゴ リー に あた る男 性 は,図6で

あ き らか な よ うに14人 で あ る。 この な か で,wuttを 管 理 す る責 任 者(sau・wutt)は,

III-8'で あ る。　sau　wuttは,　 pukosの 女 性 成 員 の うち,最 上 世 代 で最 年 長 者 に あ る

ものの 夫 とい う原 則 に基 づ い て選 ばれ る。 しか し,Faiinen　 pukosの 場合 は,そ の原

則 の とお りに は な って い な い。 本 来 な らば,III-4'が そ の 地 位 につ くべ き で あ るが,

この場 合,彼 が 人 の前 で よ く話 せ ない こ と と統 率 力 に欠 け る と い う性 格上 の 理 由 で

III-8'(次 期 のsau　 wutt候 補 者)が か わ って,　sau　wuttに な った といわ れ る。

　 このpukosに お け る諸 活 動,た とえ ば漁撈 や コフ。ラ生 産 な どは,　 sau　wutの 指 示

に よ って,mwaan　 ni　retoの 男 性 と養 取 され た成 員 お よ び 未 婚 の 男子 成 員 に よ って

な され て い る。　 しか し,pukosで 所有 して い るwa　 serakの 建 造 や 修 理,　 wuttの 屋

根 のふ き替 え な どのpukos全 体 に 関わ る問 題 に つ い て は,こ のpukosのmwaan

ni　fotoの 承 認 が必 要 とさ れ る。 ほか の 一pukosへ 婚 出 したFaiinen'pukosのyainang

成 員 の な か で も,と くに最 上 位 世 代 の 男 性(図6に おい て は,III-1,5,6)が,そ れ

らの こ とに 対 して 強 い発 言 権 を もって い る。 筆者 の 滞在 中 に,こ のpukosのwutt,

Oncitoでwa　 serak(king　 of　the　sea)の 修理 を行 な って い たが,そ の場 合 は,　 sau

wutt(III。8')が,　 III・・iとIII-6と に相 談 して 決 め た とい わ れ る。 そ して,カ ヌ ー

の修 理 中,III-1,II-12,　 II-13,1-3が 手 伝 い に 来 て い た し,ほ か のpukosの 成 員 か

ら贈 与 され た ヤ シ ロー プ へ の謝 礼 と して,III-1とIII-6が タバ コを提 供 して いた 。

　 この よ うに,pukosの 所 有 す るwuttの 管 理 お よび 維 持 に 関 して は,　mwaan　 ni　reto

とmwaan　 ni　f()toの 双 方 に責 任 が負 わ され て い る 。 そ してwuttの 日常 的 な 運営 は,

sau　wuttの 指 揮 に基 づ い て な され るが,数 年 に一 度 行 なわ れ る よ うな 作業 は,　mwゑan

ni　fotoに 実 施 の 決 定権 が委 ね られて い る こ とが指 摘 され よ う。

　 以 上 の こ とか ら,サ タ ワル社 会 に お け る個 人 のwuttに 対 す る権利 と義 務 の 関係,

す なわ ちwuttへ の帰 属 の しか た を 整理 す る と,つ ぎの 三 つ の 方 式 が 考 え られ る。
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　①個人は,自 分の出自集団のカヌー小屋に帰属する権利を保持 している。

　②個人は,婚 姻によって妻の出自集団のカヌー小屋に帰属する権利を獲得する。

　③個人は,養 取によって,養 い親のカヌー小屋に帰属する権利を獲得する。

　最後に,カ ヌー小屋へのこれらの帰属方式が,カ ヌーの所有およびカヌーのカヌー

小屋への所属様式とどのようにかかわっているかをみることにしよう。

3.カ ヌ ー のwuttへ の 所 属 様 式

　 サ タ ワ ル 島で 類 別 され て い る 四型 式 の カ ヌ ーの 所有 形 態 に は,個 人 所有,pukos所

有,複 数 のpukos所 有 な どが あ る。 カ ヌー の四 型 式 の うち,　wa　 serakを 除 く三 型 式

の カ ヌ ー は,す べ て 個 人 所 有 と され て い る。wa　 serakの 場 合 は,個 人 所 有 と され て

い る もの が3そ う,lpukosの 所 有 が4そ う,2pukosの 共 同 所 有 が1そ うと な って

図6　 Faiinen　 Pukos
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い る。pukosが 所 有 の単 位 とな って い る カ ヌ ー は,そ れ ぞ れ の 所有 す るwuttに 所 属

して い る。 しか し,個 人所 有 と な って い る カ ヌー のwuttへ の 帰 属 様式 は,複 雑 な様

相 を 示 して い る 。 表4を 参考 に そ の実 態 を み て ゆ く こ とに しよ う。

　 この 表 は,カ ヌー の 所 有 者 が 自分 の カ ヌ ー を どのwuttに 置 いて い るか を 示 した も

ので あ る。wa　 serakの 場 合 をみ る と個 人 所 有 の カ ヌー の うち,1そ う は妻 のpukos

のwuttに,ほ か の2そ うは 自分 のpukosのwuttに そ れ ぞ れ 置 かれ て い る。 前者

の場 合 は,カ ヌー の 所 有 者 が カ ヌー の 用材 を 自分 のyainangで 入 手 した が,カ ヌー

の建 造 過 程 に お け る労 働 力 と船 大 工 へ の 労 賃 を妻 のyainangか ら提 供,調 達 して も

らい,ま た カ ヌー の 製 作 場 所 も 妻 のpukosのwuttを 使 用 した か らだ とい わ れ る。

この よ うに して 製 作 され た カ ヌー は,妻 のpukosのwuttに 置 か な け れ ば な らな い

とさ れ て いる 。 後者 の場 合 の うち,1そ う は,所 有 者 が 用 材 を オ レア イ か ら船 で 運

び,自 分 のpukosのwuttで,自 分 のyainang成 員 の助 力 を 得 て カ ヌー を建 造 し,

また 船 大工 へ の 労賃 も彼 の力 で調 達 した とい わ れ る。 この カ ヌ ーを 作 る と きは,彼 の

yainangの 人 々 は毎 日の よ うに船 体 を 削 る作 業 に参 加 し,ほ かの 人 も多 く手 伝 った か

ら,4カ 月 で完 成 した。 ほ かの1そ う は,所 有 者 が,自 分 のyainangの 人 々 にお 願 い
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表4　 カヌーのカヌー小屋への所属

カヌーの所属

カヌー小屋

1. Sigafina

2.  ,Asuguwou

3. Neputik

4. Nuukarik

5. Wutt lap

6. Ropotiu

7. Oneito

8.Karingatak

計

wa serak

自分

1

1

1

1

1

1

1

7

妻

1

その
他

1 0

man  m  pwin

自分

1

1

1

1

妻

1

1

その
他

4 2 0

wa  fattil

自分

1

1

2

妻

1

1

2

2

6

その

他

ra eu

自分

1

1

1

1

1

5

妻

1

2

2

3

5

4

17

のぞ
他

2

1

3

(製作中のカヌーは除 く)

して 用 材 を 入手 し,自 分 のwuttで カ ヌー を製 作 した 。 カ ヌー を 製 作 す る とき は,自

分 のyainangの 人 々 と父 方 の オ ジが 中心 に な って 船 体 を 仕 上 げ て くれ,船 大 工 へ の

労賃 は,両 親 と妻 のpukosか ら調 達 して も らった と い わ れ る。

　 この よ うに,個 人 所 有 のwa　 serakの 場合,所 有 者 が 帰 属 権 を 保 持 して い る 自分 の

カ ヌ ー小 屋 と妻 の そ れ と の ど ち らに カ ヌー を 所属 させ る か と い う こ と は,カ ヌー の 用

材 の 入手 法,建 造 過 程 に お ける労 働 力 の提 供,船 大工 へ の労 賃 の調 達 とい う要 因 と関

連 して い る こ とが 指摘 さ れ る。　 そ こで,wa　 serak以 外 の カ ヌ ー に お いて は どの よ う

に作 用 して い るか を つ ぎ に み る こと に しよ う。 、

　 man　 ni　pwin,　 wa　fatUl,　ra　euの 各 型 式 の カ ヌー の所 有 者 が,カ ヌ ーを 自分 と妻 と

の ど ち らのwuttに 所 属 させ て い るか を,数 量 の うえ か らみ る と,そ れ ぞ れ,4対2,

2対6,5対17と な って い る。 これ か らわ か る よ うに,自 分 側 と妻 側 とのwuttに お

く比 率 は,man　 nl　pwlnと ほ かの2型 式 の カ ヌー とで,逆 に な って い る。 そ して,

wa　fat丘1か らra　euへ とカ ヌー が小 型 に な る につ れ て,カ ヌー は妻 のpukosのwutt

に置 か れ る率 が高 くな って い る。 妻 の側 に 所属 して い るwa　 fat丘1の6そ う とra　 eu

270



須藤'カ ヌーをめ ぐる社会関係

の17そ うの うち の14そ う は,カ ヌー の 用材 を妻 のpukosか ら調 達 して い る。 この こ

とにつ いて,島 の 人 々は つ ぎの よ うに説 明 して い る 。man　 ni　pwinやwa　 serakを 作

る に は大 き くて良 質 の パ ン ノキ を4～5本 使 わ な け れ ば な らな い。 そ の よ うな 木 を 妻

のpukosに お願 いす る と,妻 のyainangの 人 た ちの 許 しを も らわ な けれ ば な らな い

か らむ ず か しい。wa　 fatUIやra　 euを 作 る に は,小 さいパ ンノキ で 十分 な の で,妻

に話 す だ けで 木 を 切 る こ と が で き る。

　 この 説 明 は,カ ヌ ーの 用 材 を妻 側 か ら得 る こ との 難 易 さが,カ ヌー の所 属 様 式 を 決

め る要 因 にな って い る こと を 示 唆 して い る。 また,wa　 fatQlの 製 作 に要 す る労 働 力

に つ いて は,船 大 工 の ほ か に 二 入 の 男の 手 が あ れ ば十 分 だ と いわ れ る。 筆 者 の 滞 在 中

に製 作 され て い たwa　 fatUlも,船 大 工 と依 頼者 お よ び依 頼 者 の 妻 の 弟 の3人 で,船

体 を 削 る作 業 を 続 けて い た 。 そ して船 大 工 へ の 労 賃 の支 払 い も,依 頼 者 の 妻 の 織 った

芭 蕉 布5枚 が 用 意 され て い た 。 この よ うに,小 型 の カ ヌー の製 作 は,カ ヌー の 所 有 者

の 家族 単位 で,用 材 の 入 手,労 働 力 の 提 供,船 大 工 へ の 労 賃 の 支 払 い が可 能 で あ る5)。

その た あ に,カ ヌ ー の所 属 が,妻 のpukosの カ ヌ ー小 屋 に な る傾 向 が 強 い と い え よ う。

　 表4でra　 euの う ち2そ うは,い ずれ も所 有 者 が 自分 のyainangの パ ンノ キを 用

材 に し,彼 の カ ヌ ー小屋 で製 作 した カ ヌ ーで あ るが,妻 のpukosの カ ヌー小 屋 に 置

かれ て い る。 この 場合 は,カ ヌー の所 有 者 が 妻 に カ ヌ ー をfaan(贈 与)し た か らで あ

る。 この行 為 は,婚 入 した 男性(mw飴n　 ni　reto)が 妻 のpukosに お ける地 位 を高 め

る た め にな され る とい わ れ る。 そ の対 象 と され るの は,カ ヌ ー の ほか に ヤ シの木 な ど

が代 表 的 な もの で あゐ 。 これ は,父 親 か ち息 子 に 贈 与す る の が本 来 の 形 態 で あ るが,

息 子 が小 さ い場 合 に は,前 述 した カ ヌー の例 の よ う に,一 時 妻 に贈 与 す る とい う形 を

とる 。 この贈 与 慣 行 は,母 系社 会 に お いて,カ ヌ ーが 「男 子 財 」 と して 用 い られ て い

る点 で 興 味 深 い 。

　 以 上 で述 べ て き た カ ヌー の カ ヌ ー小屋 へ の所 属 様 式 の 原 則 を 整理 す る とつ ぎの こ と

が 指 摘 で きよ う。所 属 様 式 の要 因 と して は,カ ヌ ー の用 材 の 入 手 法,カ ヌ ー の建 造 過

程 にお け る労 働 力 の 提 供 と船 大 工 へ の労 賃 の 調達 が 関連 して い る。 そ して,そ れ らの

要 因が,カ ヌ ーの 所 有老 に と って,自 分 のyainangと 妻 の そ れ との どち らの側 で 主

と して 達 成 され るか に よ って,つ ぎ の三 つ の 場 合 が 考 え られ る。

　 ① 用材 の 入手,労 働 力 の 提 憐 と労 賃 の 調 達 のす べ て が 男 性 のyainangで な さ れ た

　 　 場 合,カ ヌ ー は,男 性 の カ ヌー 小屋 に所 属 す る。

　 ② 用 材 の 入手 が 男性 のyainangで な され,労 働 力 と労賃 の調 達 が 彼 の 妻 のyainang

　5)pukosに 居住 しているyainang成 員は,夫 婦単位に一つの家屋 を所有 している。 ここでい う

　 家族単位 とは,一 夫婦よ りな る家族をさす。
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　 　 で な され た場 合,カg一 は妻 のyainangの カ ヌ ー小 屋 に所 属 す る。

　 ③ 用 材 の 入 手,労 働 力 の提 供 と労 賃 の 調 達 のす べ で が 妻 のyainangで な され た場

　 　 合,カ ヌー は,妻 のyainangの カ ヌ ー小 屋 に所 属 す る。

　 ま た,男 性 側 か ら妻 側 ヘ カ ヌー の 贈 与 が な さ れ た 場合 は,上 記 の原 則 に は従 わず ジ

妻 のyainangの カ ヌー 小 屋 に所 属 す る。

皿.　 力黒一をめ ぐる社会関係

　 サ タ ワル社 会 で,カ ヌ ーを め ぐ って展 開 され る人 間 関係 は,カ ヌー の建 造 お よ び維

持,遠 洋航 海 と漁撈 活 動 の 三 つ の 分 野 に,大 き く分 けて と らえ る こ とが で きる。 本 章

で は,そ の な か で も,カ ヌー の 建 造 時 に お け る カ ヌ ー の所 有 者 とsennapと の 関係,

遠 洋 航 海 に 出 か け る際 のpalUと 乗 組 員 と の 関係 を 中心 に,サ タ ワル社 会 に お け る社

会 関 係 を 考 察す る こと にす る。

1.カ ヌーの建 造 にお ける社会 関係

　 カ ヌー 作 りは,伝 統 的 な カ ヌー の建 造 技 術 を修 得 した 船 大 工 の 指 示 に 基 づ い て な さ

れ る。 この 船 大 工 は,sennapと よ ば れ,現 在,サ タ ワル 島 に7名 い る 。　sennapと

して の 資格 を得 る た め た は,カ ヌー 作 りの熟 練 者 の もと に数 年 間 弟 子 入 り し,カ ヌ ー

の 建 造 に 必 要 な 知識 と技 術 の 伝 授 を うけ な け れ ば な らな い。 そ して,sennapは,　 wa

serakやman　 ni　pwinと い った 帆 走 カ ヌー を,実 際 に製 作 した経 験 が あ るか,も し

くは,そ れ らを作 る手 腕 が あ る と社 会 的 に認 め られ て い る船 大 工 に限 られ る。

　 現 在,サ タ ワル 島 に あ る51そ うの カ ヌー(製 作 中 の もの を含 む)と7名 のsennap

の 製 作状 況 との 関係 を,カ ヌー の 型 式 ご とに示 した の が表5で あ る。 この表 か ら明 ら

か な よ うに,7名 のscnnap(N・A・ は 現 役 を 退 い て い る の で 実質 的 に は6名)が 製

作 した カ ヌー の 数 は,全 体 の2/3に の ぼ る 。 と くに,R.E.は10そ うの カ ヌ ー を製 作

して お り,彼 の作 った カ ヌー で 最 も古 い の が1968年 製 で あ る か ら,単 純 に平 均 す る と

1年 に1そ うの 割 で カ ヌ ーを 建 造 して い る こと に な る。 帆 走 カ ヌー は,他 島で 製 作 さ

れ た1そ うを除 くとす べ て 彼 らに よ って建 造 さ れ て い る。 と こ ろが手 漕 ぎ カ ヌ ー の場

合 は,彼 らが製 作 した ものが17そ う,彼 ら以 外 の製 作 に よ る もの が19そ う とな って い

る。 彼 らに よ る と,こ の現 象 は,手 漕 ぎ カ ヌー の製 作 が 帆 走 カ ヌー に く らべ る と単 純

で あ るか ら,カ ヌ ー作 りを 手 伝 って い る うち に そ の製 作 方 法 を覚 え られ る か らだ とい

う。 けれ ど も,た と え手 漕 ぎ カ ヌー を作 れ る よ うにな って も,正 式 の 訓練 を うけ て な
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表5　 Sennapの カ ヌ ーの製 作 数

カ ヌ ーの型1

sennapの 名 前

R. E.

帆 走 カ ヌ ー

 wa serak

2
そ う

man  m  pwm

そ う1

手漕 ぎカ ヌー

wa  fatal

2

そう

ra eu

3

そ つ

計

10

3
E. P. 1そ うは製

作中

1 2 6

I. K. 2 1 1 1 5

U. K. 1 4 5

 P.  I. 1 1 2

T. A. 3 3

N. A. 0

そ の 他 1 3 16 20

他島で製作,

計 9 6 9 27 51

い人 はsennapと はみ な され な い と い われ る。 そ の こ と は,　ra　euを3そ う しか 製 作

して い な いT・A・ が,sennapと して高 い評 価 を う けて い た 彼 の母 方 オ ジ につ いて 修

業 した だ め に,sennapと い う資格 を与 え られ て い る こ とか ら も明 らか で あ る。 この

よ うに,サ タ ワル社 会 にお い てsennapと して の社 会 的 承 認 を 得 る には,ま ず 正 統 な

筋 を とお して カ ヌー の建 造 技 術 を 継 承 す る こと が不 可 欠 の要 因 にな って い る点 を指 摘

で き よ う。

　 つ ぎに,カ ヌー の建 造 に お け るsennapと カ ヌ ー の製 作 依 頼 者(所 有 者)と の 関係

1)Tiger'1ine 2)Rakir 3)Futirep

図7　 カヌー製作依頼者 とsennapの 関係
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を み る こ と にす る。8そ うのwa　 serakを 例 に と る と,そ の うち3そ うは個 人 所 有 と

され て い る。 そ こで,3そ うの カ ヌー(Tiger-1ine号,　 Rakir号,　 Futirep号)の 所

有者 とそ れ らを製 作 したsennapと の 関 係 は,図7の よ うに示 され る。 前 に も述 べ た

よ うに,現 在,サ タフ ル 島に は,実 際 に カ ヌー を 建 造 した 経 験 の あ る現 役 のsennap

が6名 に 限 られ るの で,3そ うの カ ヌーの 製 造 者 の 選 択 もそ の範 囲 内で な され る。 そ

れ らの 関係 を み る とつ ぎの よ うに な る 。

　 1)Tiger-lineの 場 合,　sennapは カ ヌ ー の所 有 者 の 父 の 妹 の夫 。

　2)Rakirの 場 合,　sennapは カ ヌー の所 有 者 の妻 のyainang成 員 。

　3)Futirepの 場 合,　sennapは カ ヌ ーの 所有 者 の 妻 のyainang成 員 の 夫 。

　 これ らの例 で 注 目 され るの は,カ ヌ ーの 所 有者 が,い ず れ もsennapを 姻 族(y66s)

の カ テ ゴ リー に あ た る 関係 者 か ら選 ん で い る と い う ことで あ る。 と くに,Rakirの 場

合,カ ヌー の 所有 者 の母 の弟(mwaan　 ni　lap)がsennapで あ るに もか か わ らず,妻

の 異 性 キ ョウダ イ(kaoru)に カ ヌ ー の製 作 を 依 頼 して い る。 また,　Tiger-lineの 場 合,

所 有 者 自身 のyainangのmwh6n　 ni　reto(婚 入 した 男 性)がsennapで あ る に もか

か わ らず,彼 の父 のyainangの そ れ に依頼 して い る。

　 しか し,カ ヌ ーの 建 造 にお い て,sennapを 所有 者 のyainang以 外 の 姻族 関係 者 か

ら選 ぽ う とす る傾 向 は,pukos所 有 のwa　 serakの そ れ に お いて は様 相 を 異 に して く

る 。5そ うの カ ヌ ー に お いて,2そ う はカ ヌー を所 有 す るpukosのyainang成 員

(mwaan　 ni　foto)に よ って 製作 され,3そ うはpukosに 婚 入 して きたmwaan　 ni　reto

に よ って作 られて い る。

2.航 海における社会関係

　 サ タ ワル 島 で は,今 日で も,他 島 に い る 同 じyainang成 員 の 病気 見舞 い や死 亡 の

際 の 弔 問,無 人 島 ヘ カ メの 捕獲 の た め に 出か け るの に,wa　 serakが 使 用 され て い

る。 ま た,1960年 代 まで は,ranと よば れ る ウ コ ンの根 か らとれ る 顔料 を 得 るた め に

約500km離 れ た トラ ック諸 島 まで2年 ～3年 に一 度,航 海 して い た とい わ れ る。 こ

の よ うな 遠 洋 航 海 に 出 か け る頻 度 を,1975年 に 建造 さ れ た カ ヌ ーを例 に 調 べ て み る と

つ ぎの よ うにな る 。 この カ ヌ ー は,今 まで に,ト ラ ック の北 西 離 島 へ2回,ラ モ トレ

ク(Lamotrek　 Atoll)へ4回,無 入 島 の ピケ ロ ッ ト(Pikelot　Is・)と フ ァユ(West　 Fayu

Atoll)へ9回 の航 海 を した と報 告 され て い る。 現 在,サ タ ワル 島 に あ るす べて のwa

serakの 航 海 記 録 を 得 て い な い の で速 断で きな い が,前 述 の カ ヌー の 場合 は,航 海 の

距 離 の遠 近 を問 わ な い と,1年 に平 均5回 の 遠 洋 航 海 を して い る こ と にな る。
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　 各 方 面 へ航 海 す る時 期 は,季 節 風 と密接 に 関連 して お り,た とえ ば,サ タ ワル 島 の

北 に位 置 す る二 つ の無 人 島へ は,南 西 か らの 風 が 強 くな る4月 ～6月 が最 適 と さ れ る。

ま た,東 に位 置 す る プ ル ワ ッ ト(Pulwat　 Atoll)や プ ル ス ク(Pulusuk　 ls.)へ は,西

か らの風 が 吹 く8月 末 か ら10月 こ ろ まで が よい とい わ れ る。 そ して,そ れ らの 地 域 へ

の航 海 に要 す る 日数 は,た とえ ば240km離 れ て い る プル ワ ッ トへ は,風 向 と天 候 が

良 け れば1昼 夜,悪 天 候 の場 合 は3日 ～4日 もか か る とい わ れ る。 また,サ タ ワル 島

か ら約70kmの 距 離 に あ る フ ァユ へ は,早 け れ ば6時 間,遅 くと も,相 当 の 嵐 に で

もま き こまれ な い限 り1日 で 行 くこ とが で き る。

　 この よ うに,サ タ ワル 島で 行 なわ れ て い るwa　 serakに よ る遠 洋 航 海 は,ま ず 季 節

風 に よ って,そ の 目的地 と時 期 とが 限 定 され て くる ので あ る。 ここで,サ タ ワル 島 の

人 々が行 な った 遠洋 航 海 の様 子 を,具 体 例 を あ げ て考 察 す る こと に しよ う。

　 事 例1　 プ ル ス ク島へ の航 海

　 筆 者 の 滞 在 中(1978年7月26日)に,3そ うのwa　 serakが プ ル ス ク 島へ 出 発 した 。

この航 海 の 主 な 目的 は,ト ラ ック の高 等 学 校 に 行 って い る サ タ ワル 島 の 生 徒 が,学 期

末 の休 暇 に帰 島 せ ず,プ ル ス ク 島 の シ ンル イの 家 に滞 在 して い る とい う知 らせ が 届 い

た ので,彼 の両 親 が 彼 に会 うた め に 出 か けた もの で あ る 。 父親 は プル ス ク行 きの 計 画

を 彼 の両 親 と妻 のpukosの 成 員 に話 して,航 海 の参 加 者 を決 定 し,酋 長 の 許 可 を 得・

た 。 航 海 に お け る乗 組 員 の 構 成 は,航 海 を指 揮 す るpalU(航 海技 術 修 得 者)に よ っ

て 決 め られ る が,最 低5入 の航 海経 験者 が必 要 と され る。 そ れ は,wa　 serakを 操 船

す る うえ で の役 割 か ら,進 路 の 決定,帆 の操 作,あ か くみ,か じ と りお よ び食 事 の 準

備 を す る た め の要 員 と カ ヌー の 帆 を 移 動 させ るた め に必 要 な 人 数 と に よ って わ りだ さ

れ る。

　 彼 は,伝 統 的 な航 海術 修 得 儀 礼(Po)を 受 けて い な い が,　pal丘 と認 め られ て い る。

そ れ は,彼 がpalUで あ る父 親 か ら個 人 的 に航 海 に 関す る知 識 や 技 術 を伝 授 さ れ,こ

れ まで に数 回 の 遠 洋 航 海 を な し遂 げ て い るか らで あ る 。pahiは,航 海 中 に不 慮 の事

図8プ ル スク島への航海における乗員
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故 を起 こ した と きの ことを 考 え て,乗 組 員 の構 成 には気 を配 る といわ れ る。 も し,他

人 を のせ てい る場 合 にそ の よ うな事 故 が あ る と,そ のyainangの 人 か ら非 難 さ れ る

か らだ とされ る。 今 回 の 航 海 の 乗組 員 も,そ の こ とを配 慮 して,彼 は 同行 を 申 し出 た

人 の な か か ら,図8で 示 され る関係 者 を 選 ん だ。

　 この航 海 に は,彼 の 妻 と2人 の娘 が同 行 す る こ とに な った の で,乗 組 員 は彼 の キ ョ

ウダ イ(2,3,4),彼 の妻 の妹 の 夫(5)お よ び妻 の 姉 の 息 子(6,7)で 構 成 さ れ

た 。 と くに,(5)は,こ の乗 組 員 の な か で は遠洋 航 海 の 経 験 が 豊 富 な の で,帆 の操

作 を す るア シス タ ン ト役 と して,彼 の方(1)か ら頼 ん だ とい わ れ る。

　 7月26日 に 出発 日を 決 め た の は,夜 空 に上 が る星 の 位 置 との 関係 に よ って で あ る 。

この 時 期 は,風 向 きが不 順 で 航 海 に は適 さな い が,東 へ行 くに は,maelapと よば れ る

アル タイ ル星 が 天 空 に上 が れ ば,天 候 の 良 い 日が数 日間 続 くと判 断 され て い る 。7月25

日か ら,maelapが そ の状 態 に な った の で,航 海 に必 要 な 食糧 や カ ヌ ー の帆 の 装 備 な ど

の 準 備 を始 め,26日 の タ方 に 出発 した 。カ ヌー は,彼 が所 有 して い るwa　 serakを 使 用

し,7月28日 の朝 に,目 的 地 の 北 に 位 置す る プル ワ ッ トに 着 い た との連 絡 が はい った 。

　 事 例2　 チ ェチ ェメ ニの 沖 縄 へ の航 海

　 1975年 に沖 縄 で 開 催 され た 国 際 海洋 博 覧 会 ヘ サ タ ワル 島 か らカ ヌー に よ る参 加 とい

う話 が も ち こまれ た 。 サ タ ワル 島 で は,そ の こと につ い て酋 長 を 中心 に討 議 が 繰 り返

され,結 局,チ ェチ ェ メニ の 所 有 者 の提 案で,チ ェ チ ェ メニ の 沖縄 行 きが決 定 され た 。

　 サ タ ワル 島 に あ る カ ヌ ーの な か か ら,チ ェチ ェメ ニが 選 定 され た 背 景 に は,つ ぎの

よ うな い き さつ が あ る。 この カ ヌ ー はユ971年 ころNesatogu　 pukosの パ ンノ キを 用 材

に して,そ のpukosの 成 員 が 中心 に な って 製 作 され た の で,そ のpukosの 所 有 と さ

れ て い た 。 と ころ が,1975年 に,カ ヌー の 所有 者 の1人(図9中 の1)が 死 亡 した の

で,彼 の 弟(同2)が 妻(同2')にfaan(贈 与)し た 。 この贈 与 の際 には,彼 のyainang

の人 々が 相談 して,そ の 処 置 に賛 成 した とい わ れ る。 そ れ で,こ の カ ヌー の所 有 権 は,

彼 の妻 のyainangに 譲 渡 され,妻 の 兄(同3)が 所 有 者 とな り,管 理 は彼 の娘 の 夫

　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 、(同4)が 責 任 を もつ こと にな った 。

図9　 チェチ ェメニの贈与関係

この よ う な こ とが 起 こ って,5カ 月 後

に沖 縄 行 きの 話 が あ り,こ の カ ヌー の

所有 者 と管 理 者 は,yainangに も う1

そ うのwa　 serakが あ った の で,乙 の

カ ヌ ーを 提 供 した とい わ れ る。

　 チ ェ チ ェ メニ の 沖縄 行 きが 決 定 す る

276



須薩　　カヌーをめぐる社会関係

と,つ ぎ に,そ の航 海 者(palrt)と 乗

組 員 の 選 定 が行 なわ れ た 。pal丘 に は,

1970年 と1974年 の2度 にわ た りサ イパ

ン島へ の航 海 を成 功 させ た男 性 が,彼

の発 意 と人 々の 賛 意 の も とに選 ばれ た 。

そ して,乗 組 員 に は,図10で 示 した よ

うな 関係 者 が5人 指 名 さ れ た。 この う

ち2人(3,7)は チ ェ チ ェ メニ の所 有

者 とい う資 格 で,ほ か の3人(2,4,

5)はpalU(1)の 意 見 で 決 め られ た 。

図佃　チ ェチェメニの乗員の系譜関係

　 サ タ ワル 島 の航 海 者 の あ い だ で は,事 例1で も若 干 述 べ た が,あ る基 準 に基 づ い て

乗 組 員 を 選 定 しよ うとす る考 え方 が あ る。 それ は,航 海 の 距離 が最 も重 要 視 され,た

と えば,オ レア イ ま での 島 々や トラ ックの 北西 離 島へ の 航 海 は 「近 い 旅」,サ イパ ン,

ヤ ップ や トラ ッ ク諸 島へ の それ は 「遠 い旅 」 とい う認 識 に 基 づ い て い る。 そ して,後

者 の よ う に500kmを 越 え る長 距 離 の航 海 の場 合 に は,「 死 ぬ こと が あ るか ら,他 人

を のせ た りす る と子 ど もを殺 した と そのyainangの 人 か ら責 め られ る」 ので,乗 組

員 を 「決 ま った 関 係者 」 の な か か ら選 ぶ よ うに す る とい われ る。 筆 者 はい ま ま で に,

遠洋 航 海 に 出か けて 行 方不 明 に な った り,死 亡 事 故 を起 こ した り した 事 例 を得 て い な

い の で,不 測 の事 態 が 生 じた 場 合 に お け るyainang間 の 対 立 や 社 会 的 制 裁 な どに つ

い て は 明 らかで ない 。 しか し,航 海 に 関 してす べ て の責 任 を 負 って い るpalUは,最

悪 の事 態 が生 じた場 合 に彼 自身 お よび 彼 のyainangに か か る社 会 的制 裁 を考 慮 して,

乗 組 員 を 選 定 して い る とい え よ う。

　 「決 ま った 関 係者 」 とは,兄 弟,母 の 姉 妹 の 息 子,父 の姉 妹 の 息 子 な どのpw1PWl

と よば れ るキ ョウダ イ の カ テ ゴ リー に 含 ま れ る人 々,fatiwと よ ば れ る姉 妹 の 息 子 や

yafaakUrと よ ば れ る母 の 兄 弟 お よび 自分 の兄 弟 の息 子 を 指 す と い わ れ る。　fatiwと い

う親 族 カ テ ゴ リー は,母 方 の オ ジ(mwaan　 ni　lap:「 大 きい人 」 の語 義)と の対 応 関係

を示 し,サ タ ワル 社会 に お いて 最 も重 要 な 権 利 ・義務 の行 使 を 期 待 され て い る 関係 で

あ る。 ま た,yafaak丘rと い う カ テ ゴ リー は,　yafaak丘ren　 yainangと 表 現 さ れ,父

の 出 自集 団 に対 して,た とえ ば カ ヌ ー小 屋 の 修 理 や 屋 根 の葺 き替 え,カ ヌー の建 造 な

どに 際 して 助 力 す る義 務 を もつ 関係 と され て い る。 長 距 離 の航 海 に は,こ れ らの カ テ

ゴ リー に含 まれ る人 々が,カ ヌー の乗 組 員 と して 選 定 され る と い わ れ る。 そ こで 沖 縄

まで の3000kmに お よぶ 航 海 を な し遂 げ た チ ェ チ ェ メニ の場 合 の 乗組 員 の 関 係 を み

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 277
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る こと に しよ う(図10参 照)。

　 チ ェチ ェメ ニのPal丘 に選 ば れ た(1)に よ る と,彼 が指 名 した3人 の 乗 組 員 は,(2)

と(4)が 彼 のfatiwで あ り,(5)が 彼 の妻 のyafaakrtrで あ る か らだ と説 明 して い る。

と くに,(5)に つ い て は,彼 が(1)のyainang成 員 の 養i子(mweimwei)で あ る こ と

も選 ばれ た 理 由 にあ げ られ て い る 。 そ して,所 有 者 の 資 格 で 参 加 した2人 の うち,

(3)は(1)と 同 じyainang成 員 で(1)のnai　 nu　fatiw(子 ど ものfatiw)に あ た り,

しか も1974年 に(1)と と もに サ イパ ンまで の航 海 を した 経 験 が あ る。

　 この よ うに,チ ェ チ ェ メニ の 乗 組 員 の構 成 は,palUと 同一一一　yainangの 成 員 でfatiw

の カテ ゴ リー に あ る もの が3人,彼 の妻 とで はあ るがyafaak丘rの カ テ ゴ リー にあ る

ものが1人,親 族 関係 に な い もの が1人 とい う こ とに な る。5人 の乗 組 員 で,pal丘

と して 社会 的 に認 め られ て い る もの は,(2),(3),(4),(7)の4人 で あ る。(2)と(7)は

Poと 呼 ば れ る航 海 術 修 得 儀礼 を終 え て そ の資 格 を 獲 得 し,(3)と(4)は そ の儀 礼 が廃

止 さ れ て か ら個 人 的 な航 海術 の伝 授 に よ ってpaltiと 認 め られ て い る。 と くに,(4)

は,(1)よ りpal丘 に な るた め に 必要 な航 海 術 の知 識 や 技 術 を学 んで い る。

　 チ ェチ ェ メ ニ は,1975年10月27日 にサ タ ワル 島 を 出発 し,11月4日 にサ イパ ン島 に

着 き,サ イ パ ン島で 食 料 の補 給 や台 風避 難 な どの た め に20日 間 滞 在 し,11月24日 に 沖

縄 に 向 け 出航 した。 そ して,12月13日 に海 洋 博 会 場 で あ る本 部 半 島 に到 着 し,全 航 程

約3000kmに お よぶ 航 海 を サ イパ ン島 で の滞 在 日数 を 含 め,47日 間 で な し遂 げ た こ

とに な る 。 この航 海 のの ち,チ ェチ ェメ ニ は売 却 され た が,そ の売 り上 げ金 は,所 有

者 が2/3,PalUと5人 の 乗 組 員 が残 りの1/3を 均 等 に分 配 した とい わ れ る。

　 事 例3　 サ イ パ ン島へ の航 海

　 1970年 の4月 か ら5.月 に か けて,ザ タ ワル 島 の航 海 者 は,20世 紀 に な って 一度 も試

み られ なか った 中 央 カ ロ リン諸 島 とサ イパ ン島 間 の往 復 航 海 を な しとげ た 。 この航 海

の 目的 は,サ イパ ン島 に駐 在 す る信 託 統 治 領 の高 等 弁 務 官 に,サ イパ ン島 に 対す る 中

央 カ ロ リン諸 島 民 の 領有 権 を主 張 す る こと に あ った とい われ る。

　 現 在,サ イパ ン島 に は中 央 カ ロ リン諸 島 か ら移 住 した 人 々の子 孫 が,い くつ か の カ

ロ リン村 を形 成 して 居 住 して い る。 伝 承 に よ る と,彼 らの祖 先 は,サ イパ ン島 が 無人

島 で あ った ころ に帆 走 カ ヌー に よ って移 住 した と いわ れ る。 た と え ば,サ タ ワル 島 か

らは,台 風 の 襲 撃 を うけ た19世 紀 の初 め に,酋 長Agurupの 指 揮 に基 づ いて,数 家

族 が サ イパ ン島 に植 民 した と伝 え られ て い る。 そ して,サ イパ ン島 とそ れ らの 島 々 と

の あい だ に は,ド イ ツの 統 治 下 にお か れ る19世 紀 後 半 まで,定 期 的 な交 流 が な され て

いた 。 それ で,現 在 で も双 方 の島 の 人 々の 多 くは,お 互 い に系 譜 関 係 を 確認 す る こと
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が で き る とい わ れ る 。

　 1969年 に,サ タワ ル 島 の第 一 酋 長Raikが 病 気 の た め サ イパ ンの病 院 に入 院 した 。

そ の と き に,サ イパ ンに住 ん で い る カ ロ リン系 の 人 々は,彼 に無 人 島 のサ イパ ン島へ

移 住 した祖 先 の こ とを 話 し,本 来 な らばサ イパ ン 島が 彼 らの もの で あ る と主 張 した。

そ して,彼 らは その こ とを サ イパ ンの行 政 府 に訴 え る よ う に要望 した 。病 気 の 回復 後,

サ タ ワル 島 に帰 った酋 長 は,サ イパ ン島 で の こ とを 島民 に話 し,彼 らの 要 望 を 実 現 さ

せ る方 法 につ い て相 談 した。 航 海 者 の あ い だ か ら,彼 らの祖 先 がサ イパ ン に渡 った と

き と同 じや り方 で航 海 を して,要 望 書 を 届 け よ う とい う話 が もち あが った 。 サ イパ ン

島へ の カ ヌー に よ る航 海 は,70年 間 も途 絶 え て い る 。 しか し,サ タ ワ ル の航 海 者 た ち

は,中 央 カ ロ リン諸 島 の 島 々へ 航 海 す る場 合 と同 様,サ イ パ ンへ の航 海 に つ い て も,

必要 な知 識 や 技 術 を 伝 授 され て い た。 それ で,彼 らはそ れ らを 実行 で き る とき が きた

と して,サ イパ ン島行 きの 計 画 を 積極 的 に進 め た。 また,こ の 計 画 の 背 景 には,彼 ら

が 修 得 して い る伝 統 的航 海 術 の 優 秀 さ を,そ の航 海 を な し遂 げ る こ とに よ って,ミ ク

ロ ネ シア の人 々に示 そ うと い う航 海 者 と して の 「誇 り」 が あ った とい わ れ る。

　 サ イパ ン島 まで の 約850kmに お よぶ航 海 に,最 初 は2そ うの カ ヌ ーが 参 加 す る こ

と に な って いた が,危 険 が と もな う航 海 の た め に乗 組 員 の選 定 な どで 話 し合 いが つ か

ず,結 局1そ う にな った 。 そ の カ ヌ ー に は,酋 長Raikのyainang所 有 の もの が使

用 され る こと に な り,ま た 航 海 者 に も酋 長 と同 じyainan9に 属 す2人 の兄 弟 が 選 ば

れ た。 彼 らは,サ タ ワル 島 で は最 も有 能 で 活 動 的 なpalUと み な さ れ て い た が,こ の

航 海 に は,プ ル ワ ッ トに い る も う1人 の 兄 に 助 力 を求 めた 。 しか し,プ ル ワ ッ トの 長

老 た ちが この 計 画 に 異議 を と な えて いた た め に,彼 の参 加 は不 可 能 にな った 。

　 そ こで,彼 らは乗 組 員 の 選 定 に あた り,彼 らのyainangか ら1人,サ イパ ン島 出

身者1人 と,参 加 を 強 く希 望 したpalUのyafaak丘rか ら1人 の計3人 を 決 め た6)。 サ

イパ ン島 出 身 の男 は,日 本 統 治 領 時代 に外 洋 航 路 の 船 乗 りの経 験 が あ り,マ リア ナ諸.

島海 域 の 様子 に詳 しい とい う理 由で 選 ば れ た 。彼 らが 使 用 した カ ヌー は,全 長8・7m

で 帆 に は ダ ク ロ ン製 布地 を用 いた 。

　 彼 らは,北 東 の 貿 易 風 か ら南 の風 に変 わ るの を待 ち,4月26日 の 朝 サ タ ワル 島 を 出

発 した 。約10時 間 の 航 海 で フ ァユ 島 に着 き,そ こで 風待 ち の た め4日 間 逗 留 し,4月

30日 に サ イパ ン島へ 向 け出航 した。 フ ァユ(West　 Fayu　 Atoll)島 か ら約770　 kmの 距

離 にあ るサ イ パ ン島へ は,8日 間 の航 海 の9え,5月8日'に 無 事 到 着 した 。

　 6)pal丘 のyafaak丘rか ら一人選 ばれた理 由は,彼 がpalaのyainangの 人 と一緒 に死んで も良

　 い と決意 していたか らだ といわれ る。 また,palfiと のつ きあいにおいて も,彼 は良 く気がつ

　 き,熱 心 に仕事を手伝 って くれていたので,pal丘 が彼を信頼 していたか らだ ともいわれる。
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　 事例4　 無 人 島へ の航 海

　1978年6.月 下 旬 に,24人 の 男 た ちが4そ うの カ ヌ ーで,サ タ ワル 島 の北 に位 置 す る

ピー ク と よ ばれ る 無 人 島(West　 Fayu　 Atoll)へ,カ メを 捕獲 す る た あ に 出 か けた 。

そ の と きは,気 象条 件 が悪 く,約80kmの 航 海 に26時 間 も要 した。 そ して5日 間 島

に 滞 在 し,帰 路 の航 海 に も26時 間 か か った とい われ る。

　 4そ うの カ ヌ ー(1)Tiger・1ine,2)Wanginga,3)Man　 of　the　sea,4)Santa　 M・

Singanga)のPal丘 と乗 組 員 の 関 係 を示 す と 図11の よ う にな る。

　 1)Tiger-1ineの 場合

　Tiger-lineは,(1)の 個 人 所 有 とされ て い るwa　 serakで1977年 に 建 造 さ れた 。 こ

の カ ヌ ーは,Luukarikの カ ヌー 小 屋 に所 属 して い る。 乗 組 員 が帰 属 す るpukosは,

(2),(3),(4)がKanegeirik,(1),(5)がEanatiw,(6),(7)がAtirongと そ れ

ぞ れ 異 な るが,そ れ らの3pukosは,い ず れ もLuukarikの カ ヌ・一小 屋 を所 有 お よ

び管 理 して い る。 そ れ で,Tiger-lineの 乗 組 員 は,す べ てLuukarikの カ ヌー小 屋 に

1)Tiger-line 2)Wanginga

3>Man　 of　the　Sea　 　　　　 　　　　　　　　　 4)Santa　M.Singanga

　 　 　 　 　　 　図11無 人島の航海における乗員の関係
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帰 属 す る成 員 と い うこ とに な る 。 な お,(1)は,婚 入 したpukosがAtirongで あ り,

カ ヌー小 屋 へ の帰 属 権 は,婚 姻 後 も変 わ って い ない 。

2)Wangingaの 場 合

Wangingaは,　 Oisou　 Pukosの 所 有 で,1972年 に建 造 され た 。 この カ ヌー は,　Ne-

putikの カ ヌ ー小 屋 に 所 属 して い る。 乗 組 員 が 帰 属 す るpukosは,(4)がOisouで

あ るが,(2),(3)はKanegeirikで,　 Neputikの カ ヌー小 屋 の帰 属 権 はな い 。 しか

し,(2),(3)はOisouに 乗 組 員 が い な か った ので,彼 らのmw飴n　 ni　lapに あ た

る(1)か ら頼 ま れた た め に,こ の カ ヌー に乗 った とい わ れ る 。

　 3)Man　 of　the　Seaの 場合

　 Man　 of　the　Seaは,　 NesatoguとAsugunapと 二 つ のpukosの 共 同 所 有 で,1976

年 に建 造 さ れ た。 この カ ヌー はRopotiuの カ ヌー 小 屋 に所 属 して い る。 乗 組 員 が 帰

属 す るpukosは,(3),(・4),(5),(6)と(1)がAsugunapで あ る。 この うちで ・

(4)を 除 くと す べ て 婚 姻 な い し養 取 に よ って このpukosに 帰 属 関係 を も った 成 員 で

あ る。

　 4)Santa　 M.　 Singanga

　 Santa　 M.　Singangaは,　 Neyan　 Pukosの 所 有 と され て お り,1975年 に建 造 され た 。

この カ ヌー は,Wutt　 lapの カ ヌー 小 屋 に所 属 して い る。 この カ ヌー の乗 組 員 の な か

に は,Neyanのpukosに 帰 属 して い る もの は い な い。 しか し,(1)が そ のpukos

のyainangとyafaakrtrの 関 係 にあ るた め,彼 の方 か ら申 し 出て そ の カ ヌー を使 う こ

とに な った とい わ れ る 。 乗 組 員 の 関 係 を み る と,(1)が 婚 入 したpukosの 成 員2人

(5,6),彼 が 生 ま れ たpukosの 成 員2人(3,4)と(1)のyainangのyafaakur

に あ た る 男(2)と い うこ とに な る 。

　 以 上 で みて き た4そ うの カ ヌー の乗 組 員 の構 成 を,palUを 中 心 に 整 理す る とつ ぎ

の こ とが指 摘 で き る。

　 ①palUが 帰 属 して い るカ ヌー小 屋 に属 して い る成 員 で,カ ヌー の 乗 組 員 を 構 成 し

　 て い る場 合 … …1),3)。

　 ②palUが 婚 入 したpukosの 成 員 を 中心 に,カ ヌ ーの 乗 組 員 を 構 成 して い る場 合

　 ・・。・。・3)。

　 ③paltiが 婚 入 したpukos成 員 と 彼 が生 まれ たpukosの 成 員 の双 方 か ら・ カ ヌー

　 の乗 組 員 が選 ば れ て い る場 合 … …1),2),4)。

　 いず れ にせ よ,こ の 事例 で特 徴 的 な こ と は,pal丘 が,彼 の 婚 入 したpukosの 成 員

を カ ヌ ー の乗 組 員 に選 ん で い る点 で あ る。
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　 そ の点 につ い て,サ タ ワル の人 々 は つ ぎ の よ う に説 明 して い る。 無 人 島 へ の カ メ と

りや マ グ ロ,カ ッ オな どの 大型 魚 類 の 引 き釣 りに 出 か け る場 合 は,そ の カ ヌー ごと に

漁獲 量 を競 争 し合 う。 そ して,と れ た漁 獲 物 の 半 分 を 島 全体 の分 配 用 と して 酋長 に供

出 し,残 りの 半分 を カ ヌ ー を 出 した カ ヌー 小 屋 に帰 属 す るpukosで 分 け る とい うき

ま りが あ る ので,カ ヌ ーの 乗 組 員 は,ど う して も カ ヌ ー小 屋 ごと に選 ばれ る よ うに な

る とい わ れ る。 この よ う に漁撈 活 動 を 目的 とす る場 合 の 乗 組 員 の構 成 は,事 例2,事

例3の そ れ と く らべ る と,pal丘 のyainang成 員 で か た め よ う とす る よ りも,彼 が 日

常 生 活 を 営 ん で い るpukos成 員 を 優 先 的 に 選 ぼ う とす る傾 向の あ る こ とが 指摘 され

よ う。

お わ り に

　 本 稿 で は,サ タ ワル 島 に お け る カ ヌー を め ぐる社 会 関 係 を,カ ヌー小 屋 を軸 と して

展 開 され る人 間 関係,カ ヌー の建 造 にみ られ る カ ヌ ー の所 有 者 と船 大工 と の 関係 お よ

び遠 洋 航 海 にお け る乗組 員 の選 定 の方 法 を とお して考 察 して きた 。 サ タ ワル社 会 は,

母 系 の 出 自原 理 に基 づ い て親 族 体 系 が 確 立 され て い る 。 この社 会 で の 男 性 の親 族 集 団

へ の帰 属 様 式 に は,2種 類 の カ テ ゴ リーが 存 在 す る。

　 一 つ は,mwaan　 ni　fotoで,こ れ は 男性 が 出生 と同 時 に彼 の母 の 出 自集 団(yainang)

に 帰 属 し,そ の集 団 に対 す る成 員権 を生 涯 失 う こ とな く保 持 す る とい う資 格 を表 わす 。

も う一 つ は,mwain　 ni　retoで,こ れ は男性 が婚 姻 を契 機 に妻 の 出 自集 団 に属 し,そ

の 集 団 の 財産 な ど に対 して 用 益 権 を獲 得 す る璽と い う資 格 を表 わす 。

　 これ らの2種 の カ テ ゴ リー は,サ タ ワル 社 会 にお け る社 会 関係 を把 握 す る うえ で,

基 本 的 な 概 念 と な る。 個 人(男 性)は,そ れ らを 使 い わ け な が ら他 人 との 社 会 関 係 を

つ く りだ して ゆ くか らで あ る 。 こ こで は,mwaan　 ni{fotoとmwaan　 ni　retoの カ テ

ゴ リー を 指 標 に して,つ ぎ に あ げ る4つ の分 野 で み られ る特徴 的 な社 会 関 係 を 指 摘 す

る こ とにす る。

　 1)　 カ ヌ ー小 屋 へ の帰 属 方 式 にお い て,個 人 は両 方 の カテ ゴ リー に基 づ いて 権 利 を

行 使 で き る。 しか し,活 動 の 内容 に よ って 個人 の権i限の行 使 の 様 態 が異 な って くる。

漁撈活動 や 日常 的 な 経 済 活動 に お いて は,個 人 はmwaan　 ni　retoの 資 格 で カ ヌー 小

屋へ の帰 属 権 を 優 先 させ る 。 そ れ に対 し,カ ヌー の建 造 や 修理,カ ヌ ー小 屋 の 屋 根 の

葺 きか え の よ うに数 年 に一 度 行 なわ れ る よ うな 出来 事 に おい て は,mwゑ ゑn　ni　fbtoの

権 限 が 強 く作 用 す る。
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　 2)　 カ ヌー の所 有 と カ ヌ ーの カ ヌー小 屋 へ の所 属 様 式 は,カ ヌー の材 料 の入 手,カ

ヌ ーの 建 造 過 程 に お け る労 働 力 の提 供 お よび船 大 工 へ の労 賃 の 支 払 い が どの よ うな形

で な され た か に よ って 決定 され て くる。wa　 serakの よ うな 大 型 の 帆 走 カ ヌ ー の建 造

に お いて は,個 人 はmwaan　 ni　retoの 資格 で木 材 を 入手 す る こ と は困 難 で,　mw6an

ni　f()toの 資 格 で 自分 の 出 自集 団 か ら必 要 な材 料 を 確 保 す る傾 向 が 強 い 。 しか し,　wa

fatUlやra　 euの よ うに 日常 的 な漁撈 活 動 に 使 用 され る カ ヌー に 対 して は,　mwaan

ni　retoの 資格 で カ ヌーを 建 造 し,所 有 す る こと が可 能 で あ る。

　 そ して,mwaan　 ni　retoの 資 格 で 建 造,所 有 され る カ ヌー は,妻 の 出 自集 団 の カ ヌ

ー 小 屋 に 所 属す る傾 向 が あ り
,mwaan　 ni　fotoの 資格 で 建 造 され た カ ヌ ー は,自 分 の

出 自集 団 の カ ヌ ー小 屋 に所 属 す る。

　 3)　 カ ヌー の建 造 にお い て,カ ヌ ー の所 有 者 は,船 大 工 をmwaan　 ni　retoの 資 格

で 結 ば れ る関係 者,す なわ ち姻 族 の 関 係 に あ る老 を優 先 的 に選 定 す る傾 向 に あ る。

　 4)　 遠 洋航 海 に お いて は,航 海 の 距 離 に よ って乗 組 員 の構 成 が 異 な って くる。 無 人

島へ の カ メ の捕獲 や200km～300kmの 島填 間 航 海 で は,　mwaan　 ni　rctoの カ テ ゴ

リー に あ る人 々で 乗 組 員 が構 成 され る。 そ れ に対 し,400km以 上 の危 険 性 を と もな

うと考 え られ て い る航 海 に お い て は,mwaan　 ni　fotoの カ テ ゴ リー に あ る人 々が 優 先

的 に乗 組 員 と して 選 定 され る。 この 墨 う に,サ タ ワル 社 会 に お い て カ ヌ ーを め ぐって

展 開 さ れ る社 会 関係 は,漁撈 活 動 な ど の 日常 的 な諸 活 動 にお い て は,mwゑan　 ni　reto

の カ テ ゴ リー に基 づ く入 々 に よ って構 成 さ れ る居 住 集 団 が 単 位 とな って い る。 そ れ に

対 し,帆 走 用カ ヌ ーの 建 造 ・修理,長 距 離 の遠 洋 航 海 な どの 諸 活 動 に お い て は,母 系

出 自集 団(yainang)を 同 じ くす るmwaan　 ni　fbtoの カ テ ゴ リー に あ る人 々 を 中心 に

して 社 会 関 係 が 形成 さ れ る。

　 ま た,カ ヌー は,母 系制 社 会 で あ るサ タ ワル 島 に お い て,男 子 財 と してmwゑan　 ni

retoの 資 格 を も った 男性 の 地 位 を 高 揚 させ る財 産 と して 利 用 され て い る点 が 注 目 さ

れ る。

　 サ タ ワル 社会 に お い て カ ヌ ーを め ぐって 展 開 され る社 会 関係 の 把 握 に は,本 稿 で あ

つ か った 分 野 に とど ま らず,カ ヌ ーの 建 造儀 礼 お よ び建 造過 程 に お け る労 働 慣 行,カ

ヌ ーを 使 用 す る漁撈 活動 お よ び漁 獲 物 の 分 配 方 式 な ど,も っ と広 範 囲 にわ た る資 料 の

収 集 ・分 析 が 必 要 で あ る。 そ の点 に関 して は,1979年5月 か ら1980年 番月 に か けて 実

施 す る本 調 査 に よ って 明 らか にす る予 定 で あ る。
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